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2023年12月期連結業績概要【売上高】
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売上高 主に中国での需要減少の影響によりCMPは減収したものの、TRSでの需要回復やACBでの需要好
調、買収効果、為替効果により全社で前年比増収
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精密減速機 19
油圧機器 -44

鉄道 -12
航空 45
舶用 47
商用車 6

包装機 6

+249
億円

CMP 
精密減速機 上期ではEV関連を中心に産業用ロボット向け需要が好調に推移

一方、下期に入り、EV関連ならびに自動化設備投資が大きく減少
油圧機器 建設機械需要が日本及び欧米市場では堅調に推移したが、中国市場では大幅に減少

TRS 

鉄道車両用機器 MRO(Maintenance, Repair, Overhaul)が堅調に推移したものの、国内市場で新車向け投資の抑制が継続
航空機器 民間航空機向け需要の順調な回復に加え、防衛向けの需要も拡大
商用車用機器 半導体不足解消にともない国内顧客の生産が回復
舶用機器 国内外の好調な造船・海運市況を背景とした高い新造船向け需要に加え、環境規制に伴うMRO需要も好調

ACB 自動ドア 国内の建物用ドア需要が堅調に推移したことに加え、海外ではフランスの販売会社の買収や為替効果も寄与

MFR 包装機 需要の回復及び電子部品不足が概ね解消し売上は堅調



2023年12月期連結業績概要【営業利益】
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営業利益 増収による増益はあったものの、主にCMPで精密減速機需要が下期に低迷したことで操業が
悪化。また調達費の増加、価格転嫁の遅れも発生。全社では減損等の影響もあり前年比減益
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特殊要因 CMP TRS ACB MFR HQ 2023/12
通期実績

・研究開発費増加
・システム関連費用増加
・広告宣伝費

-7
億円

詳細説明① 詳細説明②

セグメント 項目 発生時期 影響額 要因と対策

OVALO減損 4Q -18億円

【減損の背景】
・EVシフトのため大排気量自動車向け製品の売上成長が停滞し、将来見通しが引き下げられた結果、将来価値が減少し
たことで固定資産の減損を実施

【対策】
・成長市場である欧州コボット向け小型精密減速機に本格参入することで、ビジネスモデルを転換し収益性を改善

土地建物交換差益 4Q +42億円 ・子会社において保有不動産の再開発に伴う土地建物交換差益が発生

Gilgen減損 4Q -44億円

【減損の背景】
・世界的な物価高を背景とした購入材料費の高止まりや欧州等の人手不足による人件費上昇やスイスフラン高といった事業環境の
悪化を受け、将来事業計画を見直した結果、回収可能価額が帳簿価額を下回ったことで、のれんの減損を実施

【対策】
・建物用ドアの価格転嫁
・Gilgen社の人件費、購入材料費の削減
・海外プラットホームドアの戦略見直し（選別受注）

子会社売却関連益 3Q +12億円 ・ティーエス プレシジョン株式会社売却に伴う利益計上

詳細説明①
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売上増減 製品構成差 価格転嫁による増益 調達コスト増 償却費増加 為替 その他費用の増加 コスト削減 2023/12
実績

詳細説明② 2023年12月期CMP営業利益分析
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売上増減
精密減速機では前年比増収も工場稼働率は10%減少

油圧機器では減収に伴う利益減

製品構成差 産業用ロボット向け比率増加に伴う製品構成差

価格転嫁 22年増加の原材料費分の価格転嫁

調達コスト増 22年での原材料費高騰分に加え、23年にはサプライヤーでの電力料や人件費の高騰を受けコストが増加

その他費用増 上期の高い需要に応えるために一時的に費用増加
需要減少後に費用の最適化は進めているものの、年間では費用増加の影響が残る

億円

-55

■減収による減益、調達コスト増加分に対する価格転嫁遅れ、精密減速機の増産対応による費用増加が影響



2024年12月期見通し
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2024年12月期 事業別市況予想

© Nabtesco 7

事業 市場環境 市場動向

CMP
精密減速機 産業用ロボット向け需要は中国を始めとした景気悪化に伴う投資停滞と完成ロボットの在

庫調整が継続し、2024年後半からの市場回復を見込む

油圧機器 中国市場は景況感も含め停滞継続。欧米需要は景気減速に伴い低迷する見込み

TRS

鉄道車両用機器 国内市場は新車向け投資が回復基調
中国市場は地方政府の財政状況を踏まえ需要の停滞を見込む

航空機器 民間航空機向け需要は旅客需要回復に伴い生産と保守増加傾向継続
防衛向け需要は防衛予算拡大の影響を受け増加傾向

商用車用機器 半導体不足解消により生産が回復し、国内向け需要回復傾向

舶用機器 造船・海運市場は好調維持

ACB 自動ドア
建物用ドアは都心再開発により国内需要好調継続、欧米市場は成長鈍化も拡販による需要
を刈り取る見込み
プラットホームドア（PD）はバリアフリー法を含め国内の需要好調継続

MFR 包装機 自動化・省人化ニーズを受け好調な需要が継続

TRS、ACB、MFRは好調な需要が継続することを見込むものの、 CMPは需要環境悪化を見込む



2024年12月期見通し 連結損益計算書
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①23年比減収減益

(単位：億円) 2023/12
通期実績(A)

2024/12
通期計画(B)

前年比増減

(B-A)

売 上 高 3,336 3,220 -116
営 業 利 益 174 128 -46
( 営 業 利 益 率 ) 5.2% 4.0% -1.2pt
金 融 損 益 41 -3 -44
持 分 法 に よ る 投 資 利 益 41 10 -31
税 引 前 利 益 256 135 -121
当 期 利 益 * 1 146 88 -58
基 本 的 一 株 当 た り 当 期 利 益 121.25 73.31 -47.94

ROIC 4.2% 2.9% -1.3pt

1株当たり配当金(円）*2 80 80 0

配当性向*2 66.0% 109.1% +43.1pt

②前年並みの配当金
を維持する見込み

CMPの減収影響で前年比減収減益。V字回復に向けて“利益改善計画“を推進。本格的な利益改善は25年度以降の見込み

*1 親会社の所有者に帰属する当期利益
*2 1株あたり配当金および配当性向は23年、24年ともに計画値。



2024年12月期 連結業績見通し
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売上高 TRS、包装機では需要好調が継続し増収を見込む一方、精密減速機は上期では顧客の在庫調整影響
もあり通期で減収を見通す

営業利益 23年の特殊要因はなくなるものの、CMPの需要低迷の影響を大きく受け減益を見通す
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23年度特殊要因 CMP TRS ACB MFR HQ 2024/12
計画

減収による減益と
価格転嫁の遅れ

精密減速機 -176
油圧機器 -43

鉄道 7
航空 63
舶用 14
商用車 5

包装機 17

開発等の先行投資によ
り利益増加は限定的

為替効果で減収も、Gilgenの
改革による収益効果を織込む

開発費・CVC増加
システム関連費用の増加

億円

億円

- 116

- 46



ナブテスコ利益改善計画 ～ Project 10 ～
2026年 全社連結営業利益率 10.0%
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2023 2024 2025 2026

３つの対策を推進

全社連結営業利益率改善に向けた改革 ～Project 10～
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6.0％改善

①既存事業の利益率改善 ＋5.0pt

③新規事業の貢献

営業利益率

システム化製品など高収益事業の展開の加速

既存事業の利益率見通し

CMP TRS ACB MFR
●CMPの利益率改善に注力

②固定費適正化 ＋0.7pt 

2.8% → 11.0%
●他事業での利益率改善

＋0.3pt 

イノベーション投資

イノベーション投資は継続し、
DX等の業務改善や投資の厳選に
より固定費を抑制
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産業ロボット市場について
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①産業ロボット需要見通し 全世界ロボット導入台数 出典：IFRデータ

②EV市場 2030年まで中国北米を中心に販売拡大 出典：IEAデータ

③自動車産業におけるロボット拡大余地(主要国）
2022年自動車生産台数（左メモリ） 出典 : OICA
2022年1万人あたりロボット投入台数(右メモリ) 出典：IFR

 ロボット需要の回復、ロボット在庫の解消に伴い、当社精密減速機の生産も確実に増加する見込み

・労働人口の減少
・賃金の上昇

・自動化率の上昇
・品質の安定
・賃金の上昇
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 バッテリー製造装置、搬送向け需要拡大
 E-Commerceによる物流倉庫向け需要拡大
 協働ロボットによる部品ハンドリング
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精密減速機の受注トレンドの推移
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過去のトレンドからの考察：
①需要は波を繰り返しながら年平均8％で成長
②5年単位で前回ピークを100pt上回る。→2027年に500ptレベルに到達が期待される
③受注水準が前回ピークに到達するのは2025年から2026年頃と推測
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供給不安によ
る先行発注分
の調整

1.5年

米中貿易摩擦

2023年4Q受注
QoQ 0% 
YoY -36%

・EV・電池向け設備投資拡大
（中国、欧米）

・各種産業での自動化拡大
（労働人口減少、賃金上昇）

・ロボットによる品質向上
（新興工業国）



Project 10 既存事業の利益率改善①CMPでの利益率改善
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価格転嫁 経営トップ主導の値上げ交渉
海外ロボットメーカー向けに確実な値上げを達成

コスト削減
徹底的なコスト削減
・2024年1月～津工場内に生産技術、製造、調達、設計で構成される原価低減特任部署の設立
・サプライヤーでの生産性改善指導の推進や最適サプライヤーの選定
・人員最適化

売上増加に伴う
利益増

市場回復時の操業益最大化
浜松工場の建設による圧倒的な生産能力と高効率自働化ラインの最大活用
プロダクトミックスの改善
ロボット以外の新分野への売上拡大（FA拡販、電動化対応等）

精密減速機の利益率改善施策を実行し26年までにCMP利益率11.0%を目指す

精密減速機の生産量前提：
2024年76万台→2026年92万台
油圧機器の生産量は横這い

2.8%

1.7pt

2.2pt

4.3pt

11.0%



Project 10 ③新規事業の貢献
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中期計画 2022-2024 中期計画 2025-2027 中期計画 2028-2030

現中期計画は新規事業の「種まき」を着実に実行中

新事業創出フェーズ

種まき 育成 収穫

＜市場・製品別の取組み＞＜技術進化の方向＞
領域A

領域B

領域C



領域A（既存市場・新製品）新事業領域の事例紹介
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Deep Sea technologies社買収により最適航路選択や船速管理
システム製品を市場投入。当社のもつ「ハード」の技術と「ソフ
ト」の融合でソリューションを提供

Pythiaでは2027年までに対象船(4,000隻)の30%に搭載を目指す
（2023年の搭載率約5%）

舶用エンジン制御システム Deep Sea technologies

全社でのDX推進加速
買収によりDX関連人材は3倍に

センサーフュージョンによる船舶周囲の物標認識と、障害物の自動避航を含む船舶
の遠隔/自動操船装置を提供

船舶の遠隔、自動操船SUへの出資

2010 2020 2021 2030 2040 2050
出所：IEA World Energy Outlook 2022

診断サービスにより風力発電機の
故障回避や延命化に貢献

欧州の発電事業者、機器メーカーから多数の引き合いを獲得
2022年にCVC出資したeologix社と新たな状態監視の
共同開発を推進

舶用機器事業：Deepseaとのシナジー CMFS：eologix社の活用

2050年には2021年比6倍

2050年までの世界の風力発電量の見通し

2024年1月からイノベーション戦略室に新設したCMFS事業推進部で
事業推進を加速

風力発電機用スマートセンサー開発



・主要製品
自動車産業向けポジショナー
船舶向けMRO
ローカル建機メーカー向け 走行ユニット等

領域B（既存製品・新市場）の事例紹介
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販売会社：
新興市場（インド市場向け売上拡大）

2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024

売上高
インドの販社経由の2016年～2024年の売上平均成長率は58%

CAGR58%

鉄道車両用機器：
インドネシア国営鉄道向けブレーキ・ドア

192両分受注獲得

自動ドア：

自動ドアプラットフォーム「AD-LINK」の開発及
びサービス開始
自動ドアと各種機器との連携や自動ドア周辺の
人流データなどをネットワークで収集する自動
ドア用プラットフォーム「AD-LINK」を開発
し、これを組み込んだ新たな保守サービスの提
供を開始

デジタルサイネージ一体型
自動ドアの販売開始



領域C (新技術・新市場）の事例紹介
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高い成長が期待できるコボット市場向けの販売拡大

高品質な市場に集中し差別化
3～6KG可搬対応の精密減速機

ワイヤレス給電・充電システム
Wibotic製品の日本における独占代理店として
ワイヤレス給電・充電製品の販売を開始

OVALO：欧州コボットメーカーへの拡販

2017年～2027年にかけてワイヤレス給電・充電製品（日本市場）
は平均年率成長約30%

新しいビジネスモデル

2017 2018 2019 2020 2021 2022

出典 IFR

年率平均38%で成長

コボット市場の成長

・成長が期待される欧州スタートアップに照準
・ニーズに合わせたカスタマイズ対応
・一部ユニット供給にも対応

工場の自動化

ワイヤレス給電・充電システム

ドローン普及

宇宙分野 サービスロボ

将来的な自動化関連ビジネスとのシナジーにも期待



ポートフォリオマネジメント
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事業ポートフォリオマネジメントの活用

© Nabtesco 20

収益性維持・改善 成長牽引

再構築 育成・見極め

売上高成長率
GDP成長（6期平均）

ROIC

事業ポートフォリオマネジメントを活用した「育成・見極め」事業の拡大と全事業での投資効率改善を推進

対象ビジネスユニットと所属カテゴリー変動要因 旧 新
航空機器：事業環境の回復と改善活動の成果結実

再構築
成長牽引

OVALO：ビジネスモデル見直しと固定費削減 育成・見極め
ティーエス プレシジョン株式会社：事業売却 オーナーチェンジ
鉄道車両用機器：事業環境の変化と注力市場の転換 収益性維持・改善 成長牽引
Copas:海外自動ドアの販売網買収(フランス)

外部から
収益性維持・改善

Deep Sea:船舶自動航行システム買収（ギリシャ） 育成・見極め

ハードルレート



Appendix
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75 
77 78 

80 80 45.4%
14.4%

98.9% 66.0% 109.1%

72

74

76

78

80

0%

40%

80%

120%

実績 実績 実績 実績 計画

2020年 2021年 2022年 2023年 2024年

8.2% 8.1%

4.6%
4.2%

2.9%

0.0%

1.0%

2.0%

3.0%

4.0%

5.0%

6.0%

7.0%

8.0%

9.0%

10.0%

実績 実績 実績 実績 計画

2020年 2021年 2022年 2023年 2024年

中期経営計画（2022年～2024年）経営目標の進捗状況
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ROIC 10% 配当性向35%以上

0

30,000

60,000

90,000

120,000

150,000

180,000

2015 2017 2019 2021 2023 2025 2027 2029

CO
2排

出
量

[t
on

]

CO2排出量 再エネ調達 創エネ 省エネ 目標CO2排出量

[年]

1/
3

1/
3

1/
3

2050

特に利益率の乖離が大きい。
Project 10遂行により早期の収益改善を図る

中計期間中、連結配当性向35%以上の配当を維持する見込み。

計画通り進捗
＜Scope 1 & 2でのCO2排出削減実績および計画＞

下限目標（35%)

CO2排出量削減△25%(2015年基準/SBT1.5℃目標達成)

円



2024年12月期 コンポーネントソリューションセグメント
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精密減速機
 浜松工場の竣工（23年9月）

需要回復前提で24年中に稼働予定
 高い需要に応える高自動化生産の実現

油圧機器
 欧米、新興市場での拡販
 電動化/自動運転に対応した製品開発

CMPセグメント
 精密減速機の生産減少による減益
 確実な価格転嫁による効果発現も

価格転嫁を上回る調達コスト増加
 コスト構造の見直し

・設計改善を含む調達コストの
削減

・需要に応じた最適な人員配置
・自働化活用による生産合理化

売上高(億円） 営業利益(億円）

精密減速機
中国・北米のEV関連投資需要の停滞と
産業用ロボット在庫の滞留による需要
減少により減収

売上高・市場環境 営業利益・改善施策 中期重点施策とトピック

油圧機器
中国需要の停滞に加え、欧米需要も
減速し減収

510 465 422 

897 916 
740 

1,406 1,381 
1,162 

2022/12 2023/12 2024/12

通期実績 通期実績 通期計画

精密減速機

油圧機器
159 

104 
33 

11.3%

7.5%

2.8%

2022/12 2023/12 2024/12

通期実績 通期実績 通期計画

営業利益 営業利益率

85 89 89 89 

16 17 17 25 

92 
120

101 106 

198 

234 

2022/3Q

2022/4Q

浜
松
能
力
拡
充
後

2030
(計
画

)

日本工場（津） 中国工場（常州） 日本工場（浜松）
万台



2024年12月期 トランスポートソリューションセグメント
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TRSセグメント
 増収に伴う増益
 MRO拡大による増益
 中長期成長に向けた開発は実施中

鉄道車両用機器
国内で新車向け需要が回復

航空機器
防衛省、民間航空機向けともに需要回復

商用車用機器
東南アジア向けは減少も国内向けで増産

舶用機器
造船・海運市場の好調が継続
最適航路・船速制御システム製品の拡販

鉄道車両用機器
 東南アジア市場での市場開拓

インドネシア国営鉄道向け車両用ドア・
ブレーキ受注

 電動化に向けた技術開発の推進

航空機器
 ボーイング社との持続可能な社会の実現に向

けた協業に合意
 Sustainableな将来機向け製品の開発

商用車用機器
 電動化製品の技術開発および顧客開拓

舶用機器
 自動航行や遠隔操作システム製品の開発
 脱炭素に向けた新技術開発

営業利益(億円）

売上高・市場環境 営業利益・改善施策 中期重点施策とトピック

55 68 68 
131 178 192 
126 

133 138 
143 

187 250 
255 

243 
250 710 

808 
898 

2022/12 2023/12 2024/12

通期実績 通期実績 通期計画

鉄道車両用機器

航空機器

商用車用機器

舶用機器

その他

売上高(億円）

67 78 
115 

9.5% 9.7%

12.8%

2022/12 2023/12 2024/12

通期実績 通期実績 通期計画

営業利益 営業利益率



2024年12月期 アクセシビリティソリューションセグメント
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売上高(億円） 営業利益(億円）

ACBセグメント
 Gilgenの改革に伴う収益性改善
 電子部品不足後のMRO需要が一服し

売上構成悪化
 23年度発生の特殊要因がなくなる

自動ドア
 国内市場では都市再開発による

大型商業ビル向け受注獲得
 海外はGilgen事業立て直し
 プラットホームドアでのコロナ

影響から需要回復に伴う受注獲得
 為替による減収

自動ドア
 海外市場向け新製品投入による収益性改善
 自動ドアを通じたＤＸビジネスモデルの創出

と推進

売上高・市場環境 営業利益・改善施策 中期重点施策とトピック

28 

62 
78 

3.6%

6.4%

8.1%

2022/12 2023/12 2024/12

通期実績 通期実績 通期計画

営業利益 営業利益率

786 

963 960 

786 

963 960 

2022/12 2023/12 2024/12

通期実績 通期実績 通期計画

自動ドア

■DXビジネスモデルの事例（AD-LINK)



2024年12月期 マニュファクチャリングソリューションセグメント
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売上高(億円） 営業利益(億円）

MFRセグメント
 23年の子会社売却関連益の影響を

除くと実質増益
 価格転嫁効果の着実な刈り取り
 MRO拡大による増益

包装機
 国内食品メーカーを中心に好調な

需要

その他
 ティーエス プレシジョン社売却の

影響でその他の売上減少

包装機
 東南アジアを中心とした海外市場開拓
 環境保全で要求される新包材に対応した

包装機の開発
 検査機能等を加えた高付加価値の製品拡販

日本工場のマザー工場化

第三工場を増設。工場全体の機能・生産整流化
24年1月から稼働開始

売上高・市場環境 営業利益・改善施策 中期重点施策とトピック

19 12 10 

167 173 190 

186 185 
200 

2022/12 2023/12 2024/12

通期実績 通期実績 通期計画

包装機

その他
15 

34 
25 

8.0%

18.3%

12.5%

2022/12 2023/12 2024/12

通期実績 通期実績 通期計画

営業利益 営業利益率

PACRAFT第3工場



2023年末 貸借対照表
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（単位：億円） 2022/12末 2023/12 末
差異

2022年12月31日 2023年12月31日
資産 4,593 4,220 -373
（現預金等） 1,244 778 -466
（営業債権) 794 828 34
（棚卸資産） 492 510 18
（売却目的で保有する資産) 340 0 -340
（非流動資産) 1,638 2,012 374
負債 1,961 1,461 -499
（社債及び借入金) 203 216 13
（流動負債のその他金融負債） 473 0 -473
（未払法人税等及び非流動繰延税金負債） 158 101 -57
資本 2,632 2,759 127
（自己株式) -46 -39 7
（非支配持分) 145 154 9
親会社所有者帰属持分 2,487 2,605 118
親会社所有者帰属持分比率： 54.1% 61.7%

■ 現預金等の減少は、設備投資、子会社取得等の支払いによるもの。自己資本比率は60%以上となった



キャッシュフロー
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■ 2023年、2024年ともに成長投資により、フリー・キャッシュ・フローがネガティブ

億円

231 242

384 342 363

77 112 137

-202 -218 -201 
-107 

671 

132 

-463 
-382 

29 23

183
235

1,035

209

-351
-245

-700

-500

-300

-100

100

300

500

700

900

1,100

1,300 営業キャッシュ・フロー 投資キャッシュ・フロー フリー・キャッシュ・フロー

2017/12 2018/12 2019/12 2020/12 2021/12 2022/12 2023/12 2024/12
(計画）



7%

55%9%

29%

設備投資額・研究開発費・減価償却費
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新製品

増産対応
生産性向上

その他
（老朽化・安全対策、

環境対応）

設備投資 2024/12 通期計画

【主要な設備投資内容（受入ベース）】
精密減速機：浜松工場への投資

（建物・工場設備等）
生産性向上

油圧機器：日本工場建て替え
本社：システム更新費用
その他各種更新

(単位：億円)
2017/12 2018/12 2019/12 2020/12 2021/12 2022/12 2023/12 2024/12 2022～24
通期実績 通期実績 通期実績 通期実績 通期実績 通期実績 通期実績 通期計画 3年間累計

設備投資額 188 203 164 151 96 188 297 275 760

研究開発費 87 102 99 90 96 109 110 140 359

減価償却費 90 100 131 137 133 145 155 156 456

CMP

69%

TRS

15%

ACB 9%
MFR 2%

本社 5%

275
億円

275
億円



設備投資内訳
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2022/12 通期実績 2023/12 通期実績

セグメント別

目的別

188
億円

188
億円

5%

61%
9%

25%

CMP

76%

TRS 9%

ACB 8%

MFR 2%
本社

4%

増産対応

生産性向上

その他
（老朽化・安全対策、

環境対応）

297
億円

297
億円

2024/12 通期計画

7%

55%9%

29%

CMP

69%

TRS

15%

ACB 9%

MFR 2%
本社 5%

275
億円

275
億円

新製品

増産対応

生産性向上

その他
（老朽化・安全対策、環

境対応）6%

53%
9%

32%

CMP

74%

10%

ACB 7%
MFR 1%

本社 8%

新製品

TRS

増産対応
生産性向上

その他
（老朽化・安全対策、環

境対応）

新製品



地域別売上
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2022/12 通期実績

海外売上高 1,460億円 海外売上高 1,575億円
海外売上高比率 47.3% 海外売上高比率 47.2%

2023/12 通期実績

北米7.0%
(215億円)

日本 52.7%
(1,627億円)

欧州 15.1%
(466億円)

その他 1.1%
(34億円)

中国 17.2%
(531億円)

その他アジア
7.0% (215億円)

3,087
億円

北米 7.8%
(260億円)

日本 52.8%
(1,761億円)

欧州 18.0%
(599億円)

その他 0.6%
(21億円)

中国 14.4%
(481億円)

その他アジア
6.4% (214億円)

3,336
億円



為替影響
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■為替レート

■為替感応度（為替が1円変動したときの影響額）

(百万円）

2022/12
通期実績

2023/12
通期実績

2024/12
通期計画

USD 132.08 141.20 135.00

RMB 19.50 19.91 18.50

EUR 138.52 153.17 150.00

CHF 138.43 157.75 155.00

2023/12 2024/12
通期実績 通期計画

売上 営業利益 売上 営業利益
USD 180 38 227 63
RMB 1,837 軽微 1,651 29
EUR 91 14 90 22
CHF 239 軽微 266 軽微

(円）



営業利益分析
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2023年→2024年

2022年→2023年

海外PD:海外プラットホームドア

億円

181 174 

75 
28 9 6 

19 

11 
47 

10 
68 8 

2022/12
通期実績

売上 価格転嫁 原低・生産性 為替 成長投資 調達費増 減価償却費 間接費・販管費の増 海外PD 特殊要因 2023/12
通期実績

174 
128 

29 

22 
8 

5 
35 22 

32 
7 

4 

2023/12
実績

為替 売上減による

利益減

価格転嫁 調達コスト増加 成長投資 償却費増 コスト削減 販管費等の増加 特殊要因剥落 2024/12
計画



新事業領域の事例紹介
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投資実績推移

注力投資領域と投資先事例

労働力不足問題
解消（自動化）

地球温暖化防止
（カーボンニュートラル）

新規事業創出既存事業強化

その他領域（宇宙）

• 搬送システムの無人化
（無線給電・ドローン）

等

• CO2回収/貯蔵/再利用
• 再生可能エネルギー創出
• 合成燃料の生成（e-fuel)

等

• 衛星通信を使ったモニタ
リング／遠隔操作

• 宇宙インフラ部品製造
等

• センサーで監視
（人工知能）
• 高性能バッテリー

等

考えてうごかす・
とめる

CVCの活用
2030年ビジョン「イノベーションリーダー」への進化に向け、
スタートアップとの共創により以下を実現
①Product・Processイノベーションによる既存事業ポートフォリオの強化
②当社のコアコンピタンスを軸にした新規事業ポートフォリオの創造

DXソリューション×予防保全サービス高度化

会社名

事業概要

期待される
シナジー

株式会社センシンロボティクス

• 産業用ドローン、カメラ、スマートデバ
イスなどを活用した業務ソリューション
提供

• 特許出願件数101件、コアとなる特許を
36件取得済

• 当社の各種故障予知ソリューションとの
融合による、最先端の予防保全サービス
の提供

• WIBOTIC（無線充電システム）事業を
利用した新ビジネスの創出
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コンポーネントソリューションセグメント（CMP）

トランスポートソリューションセグメント（TRS）
売上高（億円）

売上高（億円）

275 413 534 522 540 606 510 465 422 

530 
726 658 549 558 

775 897 916 
740 

825 

1,139 1,193 
1,071 1,099 

1,381 1,406 1,381 
1,162 

精密減速機

油圧機器

2016/12 2017/12 2018/12 2019/12 2020/12 2021/12 2022/12 2023/12 2024/12
通期実績 通期実績 通期実績 通期実績 通期実績 通期実績 通期実績 通期実績 通期計画

営業利益(億円) 112 204 202 159 177 229 159 104 33
営業利益率 13.6% 17.9% 16.9% 14.8% 16.1% 16.6% 11.3% 7.5% 2.8%

98 126 78 59 70 54 55 68 68 
95 85 98 108 107 113 131 178 192 

106 110 146 142 120 121 126 
133 138 

204 189 185 228 188 132 143 
187 250 

312 279 312 303 
295 

258 255 
243 

250 

814 791 819 840 781 
677 710 

808 
898 

鉄道車両用機器

航空機器

商用車用機器

舶用機器

その他

2016/12 2017/12 2018/12 2019/12 2020/12 2021/12 2022/12 2023/12 2024/12
通期実績 通期実績 通期実績 通期実績 通期実績 通期実績 通期実績 通期実績 通期計画

営業利益(億円) 133 84 20 58 33 56 67 78 115
営業利益率 16.3% 10.6% 2.5% 6.9% 4.3% 8.3% 9.5% 9.7% 12.8%

35



2016/12 2017/12 2018/12 2019/12 2020/12 2021/12 2022/12 2023/12 2024/12
通期実績 通期実績 通期実績 通期実績 通期実績 通期実績 通期実績 通期実績 通期計画

営業利益(億円) 15 20 25 26 23 27 15 34 25
営業利益率 9.2% 11.6% 14.0% 13.7% 13.1% 14.5% 8.0% 18.3% 12.5%
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アクセシビリティソリューションセグメント（ACB）

マニュファクチャリングソリューションセグメント (MFR)

売上高（億円）

売上高（億円）

646 
724 760 800 

737 751 786 

963 960 646 

724 
760 

800 
737 751 

786 

963 960 

自動ドア

2016/12 2017/12 2018/12 2019/12 2020/12 2021/12 2022/12 2023/12 2024/12
通期実績 通期実績 通期実績 通期実績 通期実績 通期実績 通期実績 通期実績 通期計画

営業利益(億円) 51 52 46 86 77 76 28 62 78
営業利益率 7.9% 7.1% 6.1% 10.7% 10.5% 10.2% 3.6% 6.4% 8.1%

48 39 29 26 28 22 19 12 10 

116 131 146 161 150 166 167 173 190 

164 170 175 187 177 188 186 185 
200 

包装機

その他
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コンポーネントソリューションセグメント（CMP）主要製品

主要顧客 (敬称略)
■精密減速機
産業用ロボット： ファナック、安川電機、川崎重工業、KUKA Roboter (独)、ABB Robotics (スウェーデン)
工作機械：ヤマザキマザック、オークマ、DMG森精機

精密減速機

■中大型産業用ロボットの関節用途 No.1

世界シェア約60％

油圧機器

■油圧ショベル用走行ユニット Others

Nabtesco
25％

世界シェア約25％

Others Nabtesco
60％

■油圧機器
走行ユニット：コマツ、住友建機、コベルコ建機、Sany (中) 、 XCMG (中）、Liu Gong (中）

注：シェアは当社推計
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トランスポートソリューションセグメント（TRS）主要製品

鉄道車両用機器

主要顧客 (敬称略)

■鉄道車両用機器
JR各社、民鉄各社、日立製作所、川崎重工業、中国高速鉄道・都市交通向け

■鉄道車両用ブレーキシステム
Others

Nabtesco 50％
国内シェア約50％No.1

■鉄道車両用ドア開閉装置 Others
Nabtesco 60％ 国内シェア約60％No.1

■航空機器
Boeing (米)、 川崎重工業、三菱重工業、 IHI、防衛省、エアライン各社

航空機器

■フライトコントロール・アクチュエーションシステム(FCA)
Nabtesco

100％ FCAの国産機
シェア約100％

No.1

注：シェアは当社推計
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トランスポートソリューションセグメント（TRS）主要製品

商用車用機器

舶用機器

主要顧客 (敬称略)

■商用車用機器
いすゞ自動車、日野自動車、三菱ふそうトラック・バス、UDトラックス

■商用車用ウェッジチャンバー
Others

Nabtesco 75％ 国内シェア約75％No.1

■商用車用エアドライヤー Others
Nabtesco 65％ 国内シェア約65％No.1

■舶用エンジン遠隔制御システム Others
Nabtesco 50％

国内シェア約50％
(世界シェア約40％)

No.1

■舶用機器
ジャパンエンジンコーポレーション、川崎重工業、マキタ、日立造船マリンエンジン、三井E&Sマシナリー
Hyundai Heavy Industries (韓) 、 Hudong Heavy Machinary (中) 、HSD Engine Co., Ltd.(韓)

注：シェアは当社推計
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アクセシビリティソリューションセグメント（ACB）主要製品

マニュファクチャリングソリューションセグメント (MFR) 主要製品

主要顧客 (敬称略)

■自動ドア開閉装置 Others Nabtesco
55％

建物用自動ドア
国内シェア約55％
(世界トップクラス)

No.1 ■プラットホームスクリーンドア
Others

Nabtesco
95％ 国内シェア約95％

No.1

自動ドア

各種建物用自動ドア： 大手ゼネコン他建設工事会社、サッシメーカー、病院、銀行、公共機関
プラットホームドア： JR・民鉄各社、各国都市交通向け

■レトルト食品用充填包装機
Others

Nabtesco
85％

国内シェア約85％

No.1

■包装機
DM三井製糖、味の素、丸大食品、アリアケジャパン、ケンコーマヨネーズ、P&G、花王、ライオン、北米飲料メーカー、中国食品メーカー

包装機

主要顧客 (敬称略)

注：シェアは当社推計
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